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1．はじめに
本稿では，表現を工夫して文章を書くための国語科の授業構想を提案する。授業では，一時間目に，
表現を分類して表現の特色や効果を考えるという作業をする。二時間目は，表現を工夫して文を書き，
読み手の反応を確かめることによって，その表現にはどのような効果があったのかを考える。
2．表現を工夫するために
国語科における文章表現指導には，大きく分けて「何を書くか」ということと，「どう書くか」と
いうことの二つの観点がある。「何を書くか」ということに関しては，様々な指導法が考えられてい
る。作文に何を書けばよいのかわからないという学習者のために，ブレーンストーミングを取り入れ
たり，マップや表を使ったりして授業をするという実践研究が数多く発表されている（1）。それらの
「考えをまとめるための方法」や「作文の準備の方法」，「学習者の意欲を喚起する教材の導入」などは，
文章を書くために必要な方法や教材である。何を書くか，という問題は，文章を書く上で非常に重要
であり，関心の高い問題である。
一方，「どう書くか」ということに関する具体的な指導は，「何を書くか」ということに関する指導
ほどには行われていない。特に，語の選択や表記の選択というレベルの指導になると，その研究は少
ない。それらのレベルの方法については，単なるテクニックとして捉える向きもある。しかし，どん
なに優れた内容を考えていても，それをうまく表現できなければ，伝えることができない。文章表現
において，「どう書くか」という問題は，内容の質と同様に重視されるべきものである。本稿では，
文を「どう普くか」という観点で，以下の三点について重視した指導法を提案したい。
一つ日は，どのような表現を選択するのかを考える，ということである。米田（1995）では，特定
の意味領域の表現を集め，それを使って短作文を書くという実践例が紹介され，表現学習における語
彙指導の重要性が指摘されている。国語科の読解指導は，一つの作品を読み深めることが中心で，特
定の領域の表現を比べることは少ないが，適切な表現をするためには，多様な表現に触れ，語彙を増
やすことが必要である。本稿でも，米田（1995）を参考にして，ある特定のテーマに関する表現を数
多く収集するという方法をとる。
但し，単に多くの表現に触れるだけでは，表現を選択する際の具体的な指標にはならない。多くの
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表現の中から，どうしてその表現を選ぶのかということを学習者が考えられるようにしたい。その点
が，本稿の授業提案で最も重視する点である。例えば表現の選択としては，和語を使うか，外来語を
使うか，またはいくつかの類義語の中でどれを使うか，という語の選択がある。また，平仮名を使う
か，片仮名か，漢字か，という表記の選択がある。その他にも，オノマトペを使うのかつと喩を使う
のかなど，文章を書くときには，様々な選択がある。そして，和語を選択した場合の効果，平仮名を
選択したときの効果など，選択した表現によって様々な効果がある。その効果までを含めて考えたい。
表現の効果まで考えることによって，語桑学習を表現学習につなげる。
本稿で重視することの三つ目は，相手の存在を意識するということである。表現と効果について書
かれた森岡（1964）によると，コミュニケーションには必ず受信者がいる。表現の効果というのは，
受信者の心に与える変化のことであるから，発信者としては受信者をよく知ることが大切である（2）
という。本稿ではこの点を考慮に入れ，生徒が書いた文を生徒同士で読み合う，という作業を取り入
れる。この方法は，これまでの作文指導でも取り入れられてきたことであるが，表現の効果を考える
ときには，特に読み手の反応を直に感じることが必要であるため，本稿でも取り入れる。
三つ目は，読み返しと推敲を課題に取り入れる，ということである。推敲も表現の工夫をする中で
の一つの重要な過程である。従って，文章を自分で書き直すところまでを課題に入れる。
本稿では，これらの点を考慮に入れ，授業の提案をする。
3．授業構想の提案にあたって
授業時間数には限りがあるため，できるだけ授業時間数が少なく済むように設定し，作文も短いも
のにした。従って，文章を書くための体系的な指導はできない。今回の授業構想の提案の一番の目的
は，表現の特色とその効果に着目して文を書く，ということにある。
また，授業の対象学年は高等学校の一年生に設定した。
4．－時間目の授業構想：表現を分類する
4－1学習の目標
・一つ一つの表現に注目して，表現の特色に気づくことができる。
・表現を特色ごとに分類することができる。
・それぞれの表現にはどのような効果があるのかを考えることができる。
・多様な表現を知り，語彙を豊かにする。
4－2　使用する教材
カードとワークシート①（3）を使用する。カードは表現の分類のために使うので，一枚のカードに
一つの用例を載せるようにする。授業時間にもよるが，20－30枚くらいの用例があると，いろいろ
な観点から分類ができる。一時間目の授業は3－4人のグループで作業をするので，グループの数だ
けカードのセットを用意しておく。
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ワークシート①にはグループ作業の手順を載せ，話し合った結果をまとめる欄を作っておく。
4－3　カードの例と分類法
授業を展開するとき，表現の技法を抽象的な用語で説明するのは避けたい。「表現を工夫する」と
いうことを生徒が理解しやすいように，具体例を使って説明する。以下に，一つの参考としてカード
に載せる具体例を挙げる。二時間目の課題との関連も視野に入れ，季節や天候に関する表現を集めた。
生徒が課題に取り組みやすいように，特徴のある表現を選び，分類した。
【あ】すでに雷はかなり激しくなっていた。塑三且と光った，そのいっしゅん後に雷鳴がとどろく。
雨も降りはじめた。雨戸に横なぐりの雨があたる音が大きい。　　【『センセイの鞄』172頁】
【い】雷鳴がいなぴかりの直後に老友と響きわたり，一略－　　　　　【『センセイの鞄』174頁】
【う】槙の根元は，日当たりがよく，春先からしゅんしゅんとヨメナのような芽が出てきた。
【『家守椅譜』16頁】
【え】昼過ぎになって，急に外が暗くなったと思ったら，ボツボツザーザーとあっという間に雨が降
り始めた。のみならず雷さえ鳴り始めた。それも遠くの空でごろごろいっているうちはよかっ
たのだが，強烈な閃光が走ったと思ったら，バキバキバキっと鼓膜をつんざくような暴力的な
音がした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【『家守椅譜』54頁】
【お】吹きくる風に一筋の冷たい線が混じっている。初秋と呼ばれる季節になったのだ。空が高い。
雲が薄い。涼しい鈴の音が，チリンと響いてくるのは，どこかの軒下に吊されている，夏の名
残の風鈴だろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【『家守結語』68頁】
【か】外へ出ると真昼で，素足に履いた運動靴の足元からアスファルトの熱がゆらゆらと立ち昇って
きた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【『鳩を飛ばす日』190頁】
【き上略一蝉というのは段階を追って数が増えるということがなくて，ぼつりぼつりと鳴きはじめた
と思うとあっという間にアブラ蝉のジージーいう 鳴き声でいっぱいになっていて，そうなった
ときにはすでに夏のはじめからずうっと鳴きつづけているような気持ちになっている。
【『カンパセイション・ピース』80頁】
【あ】～【き】は，オノマトペが使われているものをまとめた。オノマトペには実際の音をまねて
言葉で表現した擬音語や，物の状態や感覚を言葉で表現した擬態語がある（4）。オノマトペを用いた
表現は，読み手にどのような影響を与えるだろうか。例えば【え】の「ボツボツザーザー」のように
実際の雨音を言葉で表すと，雨が降り始めたときの情景が想像しやすくなる。【え】では，その後の
文でも，「ごろごろ」「バキバキバキ」と同じ音の繰り返しの表現を連続して使っているため，読むと
きのリズムも良い。急に雨が降り始め，雷まで鳴り始めたという天気の移り変わりのはやさが伝わっ
てくる。
【う】は，植物の芽が出る様子を「しゅんしゅん」と措写している。植物が芽を出すときに実際に
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「しゅんしゅん」という音がするわけではないが，「しゅんしゅん」と表現すると，春になって次から
次へと元気よく芽が出てくる様子が思い浮かんでくる。
【く】梅雨が明けた途端，それまでどんよりと曇った空に飲み込まれていた海が，鮮やかな色を取り
戻し，視界の隅から隅まで一本の水平線を目でたどることができるようになった。
【『ミーナの行進』169頁】
【け】紅葉のさかりをすぎた楓のまばらな枝のあいだから見上げると，淡い水色の空に白い雲がとぎ
れとぎれに走っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　【『ヴェネツィアの宿』193頁】
【こ】昼さがりの風がレモンの菓裏をゆっくり吹きぬけると，選と垂のところどころが季節はずれの
淡い黄色で染め抜かれた木立にかすかなざわめきが走る。見上げると，光が乱反射して暗さを
感じさせるほど青い七月の空の切れはしが，ちらちらと葉のあいだに揺れている。
【『ヴェネツィアの宿』250頁】
【さ】百日紅の花がショッキングピンクの鮮やかな色で樹の全体を覆い，ノウゼンカズラがアカマツ
の幹に太いツルを巻きつかせて高く這いあがって，オレンジ色の南国みたいな花を咲かせてい
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【『カンパセイション・ピース』57頁】
【し】庭が雪景色だ。降り積もった雪の間から，南天の垂史実が艶々と光っている。
【『家守椅澤』141頁】
【く】から【し】は，色の描写で季節の様子を表現している。例えば【さ】では，花の色が「ショッ
キングピンク」，「オレンジ」という言葉で表現されている。表現の効果を考えると，この例には「語
の選択」と「表記の選択」という問題が含まれている。「濃い桃色」や「橙色」というような和語で
表現するよりも，外来語で表現したほうが，「南国」のような花であることが伝わりやすいはずであ
る。また，直線が多く，硬い印象があるカタカナで表現したほうが，鮮やかではっきりした色で花が
咲いていることが想像できる。
【す】－略一土手に上ると，そこだけ樹木が密生していて，深い森に来たようだった。地面が湿ってい
るのを敬遠してか，その辺りだけは花見客の姿が途だえ，紅白の幕もなかった。人影のない薄
闇をとおして見ると，空気がさくら色に染まって，音のない音楽のなかを手さぐりで迷い歩い
ている気がした。地面に散り敷いた花が，あたりをぼんやり照らしている。
【『ヴェネツィアの宿』225頁】
【せ】新緑だ新緑だ，と，毎日贅を凝らした緑の饗宴で目の保養をしているうち，いつしか雨の季節
になった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【『家守椅語』35頁】
【そ】何かがざわざわ騒いでいると思ったら，窓外のクスノキだった。オイデオイデ，とも聞こえるし，
ダレダレ，とも聞こえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【『センセイの鞄』207頁】
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【た】外の明るさに，和紙を濾過したような清澄さが感じられる。いいか， この明るさを，秋という
のだ，一略－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【『家守結語』99頁】
【ち】疏水の両岸の桜が満開のまま，しばらく静止を保っていたが，ついに堪えきれず，散りに入った。
疏水の流れはその花びらが，まるで揺れ動く太古の地表のように，大きな固まり，小さな固ま
り，合体したり離れたりを繰り返し，下手に流れてゆく。じっと見ていると次第に川面は花び
らで埋め尽くされ，水の表を見ることも難しくなるほどだ。　　　　　【『家守椅譜』173頁】
【す】から【ち】は，比喩を使って表現しているものをまとめた。もともと比喩は，表したい対象
を効果的に表現するための方法である（5）。表現の特色を捉えて分類し，その効果を考えるという作
業をするためには適した表現である。
例えば，【す】では「音のない音楽」のように，現実的には矛盾する喩えを使うことによって，幻
想的な情景を浮かび上がらせている。また，【そ】は擬人法であるが，クスノキを生き物のように表
現することによって，単に「クスノキが揺れている」と書くよりも，クスノキのざわめきを生き生き
とした動きとして表すことができる。この登場人物がクスノキの音を窓外の物音として聞き流してい
るのではなく，意識して聞いている様子も伝わってくる。
【つ】通り過ぎる風景の中に，いくつもの桜が見えた。若い，あるいは年を経た，何本もの桜が，夜
の中で咲き満ちていた。 【『センセイの鞄』143頁】（6）（7）
【つ】は三つの動詞の組み合わせ方に特徴がある。「咲いていた」と表現したり，「咲き乱れていた」
と表現したりするよりも，「咲き満ちていた」と表現するほうが，「満ちていた」という言葉から，桜
が満開の状態で力強く咲いている情景が伝わってくる。
紙幅の都合上，概略的なものにとどまるが，用例の特色とその効果を考察した。今回の考察では，
中村（1983）を参考にして，別の表現と比較することによってその表現効果の違いを考えるように留
意した。授業では，「○○法」といった専門用語をあてはめるのではなく，学習者の言葉で表現の特
色を説明し分類できるようにしたい。ここに述べた観点以外にも分類の仕方はある。季節ごとに分類
することもできる。必ずしも一つの例が一つの分類に納まるわけでもない。学習者の自由な発想で表
現の深みを考えられるようにする。
今回は，近年発表されている小説の中から用例を採集した。表現が工夫されていながらも，学習者
の言語感覚とかけ離れていないものを用例としたかったからである。二時間目には実際に文を書くの
で，書くときの参考となるものを用例として提示した。今回の提案では，作文の課題として季節の様
子を書くことにしているので，決まり文句としての時候の挨拶などもカードに入れておくと，参考に
なるだろう。
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用例を小説から探すという方法以外にも，教科書に載っている複数の教材からテーマを決めて用例
を集め，それを表現の学習に使用するという方法もある。また，授業時間がとれるならば，学習者自
らが興味を持つテーマで，工夫された表現を探してカードを作る，という方法もある。
どのような方法でカードを作るにしろ，学習者が進んで課題に取り組めるように，学習者の興味や
関心を引く用例を集めたい。
4－4　授業の流れ
まず，ワークシート①を配布し，授業の流れと目的を説明する。その後，教師から工夫がある表現
とその効果について説明する。そのとき，別の表現との比較をして，表現効果の違いを示すように留
意する。できるだけ生徒自身の学習活動に時間を使いたいが，学習活動の内容を理解した上で，学習
に臨ませるために，はじめは教師が具体例とともに説明する。表現に関する専門用語を使うのではな
く，できるだけ生徒の言葉で説明するようにする。一方的な説明にならないように，どのような効果
があるのかを生徒に答えさせることも必要である。工夫された表現には様々な効果があることを確認
し，本時の目的を生徒が理解したら，生徒のグループ作業に入る。
3～4人のグループを作り，1グループごとにカードを1セット配布する。まず，カードに書かれ
た表現の中で，工夫があると思う箇所に傍線を引くように指示する。この作業は工夫された表現を探
すとともに，分類するときの観点を探すことにもなる。ワークシート（丑の発間を念頭に置きつつ傍線
を引くように指示する。
傍線を引いたら，グループのメンバーで相談をしながら，表現の特色ごとにカードを分類するよう
に指示する。このとき机間指導をしながら，カードの分類法を点検する。時間よりも早く作業を終え
てしまったグループには，別の観点で考えると違う分類ができないか，ということを問いかける。
カードを分類し終わったら，それぞれの表現にはどのような特色や効果があるのかを話し合い，グ
ループのメンバーで考えたことをワークシート①にまとめるように指示を出す。このとき，単に「良
い・悪い」や，「好き・嫌い」で評価をするのではなく，具体的にどのような特色と効果があるのか
を記述するように指導する。また，机間指導をしながらワークシート①の記述を点検し，論理的で簡
潔な文章で意見をまとめるように指導する。
作業が終わったら，いくつかのグループの代表者に話し合いの結果を発表させる。最後にワーク
シート①を回収する。本時の授業はここで終わりだが，次の授業では生徒が文を書くので，作文の課
題を予告する。次の授業でスムーズに作文に取り掛かれるように，何を書くのかを考えておくように
伝える。
4－5　評価の観点
・グループの作業に積極的に参加し，意見を述べているか。
・表現の特色に気づき，自分なりの観点を持って分類することができたか。
・ワークシートに，表現の特色と効果について論理的に書くことができたか。
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5．二時間目の授業構想：表現を工夫して書く
5－1学習の目標
・表現を工夫して文を書くことができる。
・推敲の観点を参考にしながら，わかりやすい文になおすことができる。
・他の生徒が書いた文を適切に評価することができる。
・他の生徒の意見を聞き，効果的に文が書けたのかを判断することができる。
5－2　使用する教材
ワークシートを三枚（②～④）用意する。ワークシート②には，「作文の課題」，「文を書くための
欄」，「推敲をするための確認のリスト」を用意する。作文の課題は，漠然としたテーマを与えるので
はなく，できるだけ具体的な場面を設定し，学習者が作文に取り組みやすいようにする。作文自体は
数行程度のものでよいと考える。時間があれば長めの作文にしてもよいが，後の作業の過程では，学
習者同士で作文を読み合うということをするので，あまり長すぎると作業が進まなくなる恐れがあ
る。また，作文が長いと，意見を言う側がしっかり読み込むことができないという懸念もある。
今回は作文の課題の参考例として，手紙で季節の様子や風景の描写をするという課題を提案する。
この課題では，生徒の自主的な学習活動につなげるために生徒が自分で【場面】と【時期】を選べる
ようにした。【場面】は，「家族旅行のときに，親しい友人に絵葉書を送る。」，「修学旅行のときに，
祖父母に手紙を送る。」，「学校新聞の係になり，校内に見られる季節の様子を記事にする。」など，学
習者と読み手との関係が異なるものをいくつか挙げた。【時期】は学習者の好きな月を選んでもらう
ことにした。
次に，わかりやすく適切な文を書くための確認として，ワークシート②に推敲のチェックリストを
つけることを提案する。例えば，「誤字・脱字はないか」，「送り仮名は正しいか」というような用字
に関する確認がある。また，「読点は適切な位置に打たれているか」，「一文が長すぎないか」という
読みやすい文になっているかの確認や，「常体と敬体が交じっていないか」，「同じような表現を重複
して使っていないか」，「暖味な表現はないか」という表現に関する確認も重要である。これらのこと
は，体系的に指導できればよいが，授業の時間には限りがあるので，自分で意識して確認できるよう
にワークシート②に載せておく。それだけでも文を書いたときには，様々な確認が必要であることに
気づくきっかけになる。
ワークシート③にはグループ作業の手順を示し，話し合った内容を書くための欄を設ける。
ワークシート④は「まとめ」のためのものとし，自分の文を書き直すための欄と，今回の授業で理
解したことなどを書く欄を作る。ワークシート④は，授業中にやりきれない可能性もあるが，授業を
振り返り，自分の考えた表現はどうだったのか，ということを考察する機会は必要である。時間外の
課題として出すことも考えて用意しておく。
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5－3　授業の流れ
前回の授業で行った作業について，具体例とともに説明し，前回の復習をする。ワークシート（参③
④を配布した後，今回の授業の流れを説明し，授業全体の見通しを持って学習に臨ませる。
まず，ワークシート②を使い，表現を工夫しながら三行程度の文を書くように指導する。文を書き
終わったら，推敲チェックリストを用い，読み手にとってわかりやすい文になっているかを確認させ
る。必要があれば，文をなおすように指示する。推敲の作業まで全て終えてしまった生徒がいた場合
には，別の場面と時期を設定して三つ目の文を書くように促す。
文を書き終えたら，3－4人のグループを作り，ワークシート（郭を使って，グループ作業をするよ
うに指示を出す。まずは，ワークシート（卦を交換し，作文をお互いに読み合う作業をさせる。推敲
チェックリストを用い，なおすところがあれば指摘するように指示する。わかりにくい文を単に「わ
かりにくい」というだけではなく，どの点がわかりにくく，どのように直せばよいのかを考えて，作
者に伝えるようにする。できれば辞書などを用意し，疑問があれば，学習者自らが言葉や漢字を調べ
られる環境をつくりたい。作文を読んだら，ワークシート（事の発問を念頭におきつつ工夫されている
表現を抜き出すように指示を出す。
次に，一時間目で行ったように，抜き出した表現を使って，それらにはどのような特色や効果があ
るのかを話し合うように指示をする。このときに，特色や効果に関する具体的な説明を考えるように
注意させる。具体的な意見を述べることで，意見を述べる側の学習にもなる。
それぞれの作文に関して話し合うことで，学習者は読み手の反応を直に感じ取ることができる。書
いた本人は，伝えたいことが伝えられているのか，わかりにくい文はないか，話し合いを聞きながら
考えることができる。教師が添削をして指導するという方法もあるが，学習者同士で話し合いをした
方が，読み手の反応として受け止められるだろう。
もし書いた本人を目の前にして，話し合いをするのが難しい状況であれば，教師が事前に氏名を伏
せて教材化してもよいだろう。その場合，二時間目の授業よりも前に，作文を提出させる必要がある。
話し合いが終わったら，ワークシート（彰にこれまで話し合ったことを記述するように指示する。こ
のときも論理的な文にまとめるように指導する。ワークシート③の作業が一通り済んだら，いくつか
のグループの代表者に話し合いの結果をクラスで発表させる。クラスでの発表を通して，グループの
3，4人だけのものではない様々な考え方を学ぶことになる。
最後に，ワークシート（彰に，他のメンバーの意見を聞いた結果，自分の作文でなおすところがあれ
ば，なおしたものを記述させる。また，自分の作文を読んだグループの他のメンバーの反応や，今回
の授業を通して考えたことを記述させる。ワークシート④を授業中にやる時間がなければ，課題とし
て出す（8）。
5－4　評価の観点
表現を工夫する授業ではあるが，文章の巧い・下手だけで評価をするというよりも，課題にしっか
り取り組んでいるのかということや，話し合いに対する参加の姿勢も考慮して評価する。
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・グループの作業に積極的に参加し，意見を述べているか。
・表現を工夫し，わかりやすい文を書くことができたか。
・他の生徒が書いた作文に対して，具体的な意見を述べることができたか。
・自分の作文をどのように読み手が判断したのかを知り，適切に評価することができたか。
・ワークシートに，表現の特色と効果について論理的に書くことができたか。
6．おわりに
表現を工夫し，わかりやすい文章を書くための授業の方法を検討してきた。「あるテーマに関する
表現を集めて分析する」，「学習者同士で作文を読み合う」という作業をすることで，一文一文を意識
的に書くきっかけとなるのではないかと考え，本稿の授業構想を提案した。本稿の提案では，「どう
してその表現を選択するのか」について考えることを重視した。適切な表現をするためには，多様な
表現を知ることと，読み手のことを考えながら書くということが不可欠である。伝えたい内容があっ
ても，表現を知らなければ適切な表現を選択することができず，読み手がいなければ，表現するとい
う行為自体が成り立たないからである。どのような語，どのような表記を選択すれば，伝えたいこと
がより相手に伝わるのかを考えることは，国語科の表現学習において重要である。
文章全体からみた表現効果をどのように指導していくのか，限られた授業時間数の中でどのように
体系的な指導をするか．などの問題は今後の課題としたい。
注（1）田中（1998），町田（2001），他多数。
（2）森岡（1964）8－10頁　参照
（3）横書きの論文のため，ワークシートも横書きにしたが，縦書きのワークシートにすることも可能である。
（4）『国語学大辞典』214～215頁　参照
（5）『国語学大辞典』725－726頁　参照
（6）論文の紙面の都合上，18例しか挙げなかったが，実際の授業ではもう少し用例の数が必要である。
（7）用例の下線は全て筆者によるもの。論文中ではルビをつけなかったが，高校一年生対象の授業ということ
を考えて，カードを作るときには適宜ルビを振る。
（8）中村（1983）では，修辞法を指導する際，その技法を使うことを求めないほうがいい，と述べられている。
学んだ技法を便おうという気負いがあると適切に使うことができない，という。筆者も修辞法を使えばそれ
でよいと考えているわけではないが，一つ一つの表現には特色と効果があり，それを意識して文章を書く，
ということを習熟させるために，このような授業提案をした。
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表現を工夫しよう
ワークシート（∋表現を分類する－
名前
グループで協力して作業しましょう。
【作業①】カードに書かれた表現の中で、工夫されていると思う箇所に傍巌を引いてくだ
さい。
【作業②】表現の特色ごとにカードを分類してください。
【作美⑤】それぞれ表現にはどのような特色や効果があるのかを話し合い、ワークシート
の空欄に具体的に書いてください。
分類したカードの記号
特色 こ
効果 こ
特色 ニ
効果 こ
分類したカードの記号
特色 こ
効果 こ
表現を工夫しよう
－ワークシート③作文を読み合う一
名前
グループで協力して作業しましょう。
【作熟①】グループのメンバーの書いた作文を読んで、工夫されていると思う表現を抜き
出してください。
【作業②】作業①で抜き出した表現はどのような特色や効果があるのかを考えてグループ
で話し合いをしてください。
【作業③】作業②で話し合ったことをワークシートの空欄に具体的に書いてください。
工夫されている表現．
表現を工夫しよう
－ワークシート（診文を書く一
下にある湯面と時期を選び、手紙を送ることを想像して季節の様子を書いてください。
送る相手のことも考えながら、暑さや寒さの状況や植物の様子、周囲の風景の描写などを
工夫して書きましよう。
【場面1ア．家族旅行のときに、親しい友人に絵葉書を送る。
ィ．修学旅行のときに、祖父母に手紙を送る。
ウ．学校新聞の係になり、校内に見られる季節の様子を記執こする。
【時期】一月　二月　三月　四月　五月　六月　七月　八月　九月　十月十一月　十二月
【推敲チェックリスト】
確認したらロにチェックを入れましょう。
□　誤字・脱字はありませんか？
□　送り仮名は正しいですか？
□　読点は適切な位置に打たれていますか？
□　一文が長すぎませんか？
□　常体と敬体が交じっていませんかウ
ロ　同じような表現を重複して使っていませんか？
ロ　曖味な表現はありませんか？
□　意味がとおる文になっていますか？
表現を工夫しよう
ワークシート（りまとめ
名前
①グループのメンバーの意見を聞いた後、自分の作文でなおした方が良いと思うところが
あればなおしてください。
②自分の作文を読んだメンバーの反応はどうでしたか？メンバーの意見を聞いて思った
ことや、この授業を通して思ったことを書いてください。
